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１ 調査の概要 

令和８(2026)年 10 月 26 日  
保護者の皆様  

札幌市立平岸中学校  
校長 須 藤 勝 也  

 
 令和８(2026)年度 全国学力・学習状況調査結果について  

 
 紅葉の候、保護者の皆様にはますます御健勝のこととお喜び申し上げます。また、日
頃から本校の教育活動に温かい御理解と御協力をいただき感謝申し上げます。  
 さて、本年４月ならびに５月に実施されました標記の調査につきまして、文部科学省
から届いた調査結果をもとに、本校において、生徒への教育指導の充実や学習状況の改
善等に役立てるために分析を進めてまいりました。このほど、分析結果がまとまりまし
たので、その概要について別紙の通り保護者の皆様にお知らせするとともに、学校ホー

ムページにも掲載いたします。  
 なお、本調査により測定できるのは学力の特定の一部分であり、学校における教育活
動の一側面であることを御理解くださいますようお願いいたします。  
  
 
 

 
 本調査は、文部科学省が、学校の設置管理者等（教育委員会、学校法人等）の協力を
得て実施するものです。 

 
（１）調査の目的 

 
 
① 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の 

学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善 

を図る 
 

② 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる 
 

③ そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する 
 

 
 （２）調査の対象 

 
国・公・私立学校の小学校第６学年、中学校第３学年 原則として全児童生徒  

          
 （３）調査の内容  
 

① 教科に関する調査（国語、数学、英語）  
 

② 生活習慣や学習環境等に関する質問調査（アンケート） 
 
        ・学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査  
 
 （４）調査実施日 

 

令和８(2026)年４月 21 日(火) 質問調査、英語「読むこと・書くこと・聞くこと」 

令和８(2026)年４月 23 日(木) 国語、数学 

   令和８(2026)年５月 13 日(木）英語「話すこと」 
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 ２ 「教科に関する調査」結果 

              教科に関する調査の結果概要及び改善の方向等について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈記号の意味〉 
△ 上回っている +3.1 以上 

◇ 
ほぼ同程度 

やや上回っている ＋３ポイント以内 
◆ やや下回っている －３ポイント以内 

▼ 下回っている －３.１以上 

【中学校国語】 
 

本校の概要 課題 改善の方向 

「言葉の特徴や使い方
に関する事項」 
△ 全国平均を上回

っている。 
 
「情報の扱い方に関す
る事項」 
△ 全国平均を上回

っている。 
 
「話すこと・聞くこ
と」 
◇ 全国平均とほぼ

同程度である
が、やや上回っ
ている。 

 
 
 
 
「書くこと」 
△ 全国平均を上回

っている。 
 
 

 

 

 

 

 

● 語句の辞書的な意味
を踏まえ、文脈上の
意味を捉えること。 

 
● 情報と情報との関係

の様々な表し方を理
解し使うこと。 

 
● 互いの立場や考えを

尊重しながら話し合
い、結論を導くため
に考えをまとめるこ
と。 

 
● 表現の工夫とその効

果について、読み手
からの助言を踏ま
え、よい点や改善点
を見いだすこと。 

 
● 文章を読んで理解し

たことに基づいて、
自分の考えを確かな
ものにすること。 
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              教科に関する調査の結果概要及び改善の方向等について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈記号の意味〉 
△ 上回っている +3.1 以上 
◇ 

ほぼ同程度 
やや上回っている ＋３ポイント以内 

◆ やや下回っている －３ポイント以内 
▼ 下回っている －３.１以上 

【中学校数学】 
 

本校の概要 課題 改善の方向 

「数と式」 
◇ 全国平均とほ

ぼ同程度であ
るが、やや上
回っている。 

 
 

「図形」 
△ 全国平均を上

回っている。 
 
 
 
「関数」 
△ 全国平均を上

回っている。 
 
 
 
「データの活用」
△ 全国平均を上 

回っている。 
 
 
 

○ 

○ 

○ 

○ 

● 事柄が常に成り立つ
とは限らないことを
説明する場面におい
て、反例をあげるこ
と。 

 
 

● 統合的・発展的に考
え、条件を変えた場
合について、証明を
評価改善することが
できること。 

 
● 事象を数学的に解釈

し、問題解決の方法
を数学的に説明する
ことができること。 

 
 

● 必ず起こる事柄の確
率について理解して
いること。 
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               公開問題の結果から見る、教科に関する調査の結果概要及び 
改善の方向等について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【中学校英語】 
 

課題 改善の方向 

「聞くこと」 
日常的な話題に関する内容を聞き、概要
を捉えること。 
 
 
 
「読むこと」 

日常的な話題について、短い文章を読
み、概要を捉えること。 
 
 
 

「書くこと」 
社会的な話題に関する内容を読み、要点
を捉え、考えとその理由を書くこと。 
 
 
 
「話すこと」 
（やりとり） 
言語の働きなどの知識を、話すことによ
る実際のコミュニケーションにおいて活
用すること。 
 
 
 
（発表） 
社会的な話題に関して聞いたことについ
て、考えとその理由を話すこと。 
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３ 「生活習慣や学習環境等に関する質問調査」結果  
 
 

調査結果の中から、本校の３つの「求める生徒像」と特に関連の深い設問を取り上げています。また、

全国と比較して気になる傾向を取り上げています。 
 

（１）自ら学び、より良く問題を解決できる生徒 
 
     ・ 学ぶ意欲をもち、目標に向かって努力することができる  
    ・ 深く考え、より良い判断をすることができる  
    ・ 何事にも積極的に取り組み、自分を表現することができる  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本校の課題 改善の方向 

・SNS 利用時間の長時間化 

 
・ICT 活用の質 

・根拠を伴う記述・説明力の不足 

・ 

・ 

・ 
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（２）豊かな人間性と社会性を身につけている生徒 
 

 
    ・ 礼儀や規律をわきまえ、行動することができる  
   ・ 温かい心をもち、人や自然と接することができる       
    ・ 心豊かに、しなやかな感性を磨き合うことができる  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

今後も大切にしたい特徴 

全国と比較して「肯定的な回答の多いもの」 

○ 

○ 

○ 

肯定的な回答が全国平均を上回る回答は、８０項目の質問事項のうち、７３項目でした。20ポイント

以上上回っている項目もあり、学ぶ意欲や豊かな心の育ちを大いに感じ、嬉しく思います。 

本校の課題 改善の方向 

全国と比較して「肯定的な回答の
少ないもの」 

・ 

今後も大切にしたい特徴 

全国と比較して「肯定的な回答の多いもの」 

○ 
○ 
○ 
良好な友達関係を築いている様子が窺われます。「将来の夢や目標」については、ここ数年本校の課

題としてあげられていた項目でしたが、今年は全国比を５ポイント以上上回りました。総合的な学習

の時間等で、進路探究学習をすすめた結果と考えられます。校内の行事や活動はもちろん、地域社

会・家庭とのつながりを大切にしながら、自己有用感を高める取組を更に充実させていきたいと思い

ます 
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４ 最後に今年度の「学力・学習状況調査」について 

（３）命を愛し、健康でたくましく生きる生徒 
 
 
     ・ 明朗で、健康な心身をもちながら鍛え合うことができる  
    ・ まわりの人々や社会の幸福・発展のために尽くすことができる  
    ・ 生命を尊重し、謙虚で感謝の気持ちをもつことができる  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

◇ この結果を踏まえ、生徒の声を聞きながら、より一層生徒に寄り添った形の学習活動を展開することにより

学力の向上に努めていきたいと思います。本校では、今後も機会あるごとに保護者の皆様に取組の趣旨を説

明し、理解を深めていただけるように努力してまいります。各ご家庭におかれましてもご協力をよろしくお

願いいたします。 

 

 

 

この調査結果に関するお問い合わせは（平岸中学校 ℡ 811－9585 ）まで 

 

本校の課題 改善の方向 

 

今後も大切にしたい特徴 

全国と比較して「肯定的な回答の多いもの」 

○ 
○ 
○ 
関連した他の質問においても、総じて高い数値がでております。ご家庭でしっかりお子様を受け止め

ていただけていることに起因する部分が大きいかと思います。「困りごとや不安がある時に、大人に

いつでも相談できる」の質問への肯定的回答も多く、今後も一層、担任、学年所属副担任、ＳＣ、相

談支援パートナー等、様々な立場から個々の生徒の特性に合わせた支援を行っていきたいと思いま

す。 


